
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 九州栄養福祉大学 
設置者名 学校法人東筑紫学園 

 
 
１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合

実務経験のある 
教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難
全学

共通

科目

学部

等 
共通

科目

専門

科目
合計 

食物栄養学部 
食物栄養学科 

夜 ・

通信

15
※

15 13 ―

 
夜 ・

通信
   

リハビリテーシ

ョン学部 

理学療法学科 
夜 ・

通信
6

10 16 13 ―

作業療法学科 
夜 ・

通信
8 14   

（備考） 2020 年度開講科目の総計。※印は教職科目を含む。 

 
 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
本学ホームページの「情報公開」（https://www.knwu.ac.jp/about/disclosure.html）、「教

育情報の公表」、「3.修学上の情報等」、「(7)『実務経験のある教員による授業科目』の

一覧表及び授業計画書」の項にて学科毎に公開（令和 2 年度は 7 月以降公表予定）。 
①食物栄養学部食物栄養学科 
②リハビリテーション学部理学療法学科 
③リハビリテーション学部作業療法学科 

 
 

３．要件を満たすことが困難である学部等 
学部等名 該当なし 
（困難である理由） 

 
  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 九州栄養福祉大学 
設置者名 学校法人東筑紫学園 

 
 
１．理事（役員）名簿の公表方法 

本学ホームページ（情報公開）にて公表 

https://www.knwu.ac.jp/about/pdf/2_2.pdf 

 
 
２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容

や期待する役割 

非常勤 私立大学教授 
H29.10.1 ～

R3.9.30 迄 

学校法人の運営に外

部からの多様な意見

を反映させる。 

非常勤 株式会社常任監査役 
R2.6.1 ～

R4.5.31 迄 

学校法人の運営に外

部からの多様な意見

を反映させる。 
（備考） 

 
  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 
 

学校名 九州栄養福祉大学 
設置者名 学校法人東筑紫学園 

 
 
○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表して

いること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 
 
・授業計画書（シラバス）の作成過程 
 
 担当部署：教務部教務課 
 
 ①当該年度の前年度 1 月 
  専任および兼任教員にシラバス作成の告知 
 ②同～2 月 
  新シラバスの原稿回収および編集 
 ③同～3 月 
  各学部学科長および教務部教務課担当者による確認・校正 
  →授業内容や回数、担当者が省令ならびに本学カリキュラムポリシー（※）を 

満たすか確認。 
 ④新年度 4 月 

入学式後のオリエンテーションにて公開。 
→本年度より学生専用ポータルサイト UNIPA にて電子公開。 
冊子媒体としては配布せず。 

  →本年度は休業要請に伴い、全体の公開は 4 月末および 5 月初日に行った。 
 

※カリキュラム・ポリシーについては様式第 2 号の 4 における「教育課程の編成及

び実施に関する方針」にて後述。 
 
・授業計画書（シラバス）の主な内容 
 
 ①科目・担当者名、実務家教員の別 

 ②授業形態（必修／選択の別等）、開講学年・学期、単位数、 

ナンバリング（カリキュラムマップに沿った当該科目の位置づけ） 

 ③授業概要、到達目標 

 ④授業計画とその事前事後学習に関する指示 
（当該回の概要や事前事後で行うべき学習内容・時間等） 

 ⑤評価方法（試験／レポート／実技等の別、総合評価の場合は評価方法の内訳） 
 ⑥テキスト、参考図書 
 ⑦担当教員から受講者への履修に関するアドバイス 
 ⑧オフィスアワー等 
 



  

授業計画書の公表方法 

本 学 ホ ー ム ペ ー ジ の 「 情 報 公 開 」

（https://www.knwu.ac.jp/about/disclosure.html）、「教育

情報の公表」、「3.修学上の情報等」、「(3) 授業科目、授業の

方法及び内容並びに年間の授業計画（シラバス又は年間授

業計画の概要）」の項において学科毎に公開。 
①食物栄養学部食物栄養学科 
②リハビリテーション学部理学療法学科 
③リハビリテーション学部作業療法学科 
 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 
 
①学修成果の評価および単位認定等について 

  
試験等により科目担当教員が成績を判定したのち、学部学科ごとに集約。学期末

および追再試等の後、学科会議にて最終的な単位認定を行う。 
各年度末には成績判定会議（卒業年次は卒業判定会議）を行い、進級や卒業要件

について判定。判定には九州栄養福祉大学『学生便覧』に記載する本学履修規定お

よび成績考査規定、学位規定等が用いられる。 
 
②学習意欲の把握について 

 
1）学部レベル 
 

クラス担任制を採用しており、学生の出欠については科目担当教員、担任、教務

課員と常時連携、欠席や遅刻が複数回にわたる場合は警告等を行う。 
学科独自の施策としては、学期の中途に都度当該年度の修得単位状況や GPA を

集計。各学生の履修・成績状況を把握し、本人および保護者へ通知する。履修状況

や学習意欲の低下が見られる場合は、個別に指導を行う（保護者参加もあり）。 
 
2）大学レベル 

年度末、教務課から本学所定「成績通知書」を保護者に発送。当該年度までの成

績状況を通知し、各家庭との連携に努めている。 
また、各学期末にはすべての開講科目で授業評価アンケートを行う。学生による

教員評価だけでなく、授業理解度などの評価項目を設定し、自己の学修状況に関す

る振り返りにも活用している。同アンケートは、集計の後、本学図書館に一般開架

しており、自由に閲覧できる。 
 
３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 



  

（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 
 
①概要 

 
本学学生便覧における「履修規定」の一部として「GPA 制度について」の項目を

設定。GP（グレード・ポイント）、GPA（グレード・ポイント・アベレージ）値の

算出方法や活用方法を明記している。 
 
②算出方法 

 
  GP＝ 
 
 

学期 GPA＝ 
 
 
 

通算 GPA＝ 
 
 
③指標の実施・活用方法 

 
  各種表彰や CAP の規定緩和、本学独自の特待制度における条件継続の判定資料

として、また既述の「成績通知書」における通知資料として活用。 
学修面では、各学期 GPA の継続不良者に対し学長ほか教員による指導理由とな

るほか、本年度以降、修学支援に関する根拠資料としても活用される。 
 

客観的な指標の 
算出方法の公表方法 

本 学 ホ ー ム ペ ー ジ の 「 情 報 公 開 」

（https://www.knwu.ac.jp/about/disclosure.html）、「教育

情報の公表」、「3.修学上の情報等」、「(4) 学修の成果に係る

評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準（必修・選

択・自由科目別の必要単位修得数及び取得可能学位）」の「履

修規定」（https://www.knwu.ac.jp/about/pdf/3_4_2.pdf）に

て公開。 
４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 

100 点法による評点－55 
10 

入学時から今学期までの【履修登録した科目の GP×単位数】の総和 
入学時から今学期までの【履修登録した科目の単位数】の総和 

当該学期の【履修登録した科目の GP×単位数】の総和 
当該学期の【履修登録した科目の単位数】の総和 



  

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 
 
①卒業の認定に関する方針・公開 

 
本学は建学の精神に基づく以下のディプロマ・ポリシーを定め、ホームページ、

学校案内冊子、学生便覧等で公開している。 
 

1）食物栄養学部食物栄養学科 
 
建学の精神「勇気・親和・愛・知性」を基に、食を通して福祉を実現するという

使命感を有する管理栄養士を養成する。 
 

1． 公衆衛生、公衆栄養の知識に基づき、食を通して地域住民の健康生活と福祉

の向上に貢献できる能力を有している 
2． 傷病者を対象とする栄養管理及び指導のための高度な専門知識を有している

3． 豊かな食生活を実現するために必要な食文化、調理科学的知識、調理技能を

有している 
4． 社会からの信頼に応えるため、専門的知識、技能及び教養を継続的に修得す

る向上心を有している 
 

2）リハビリテーション学部理学療法学科 
 

1. 建学の精神に基づく高い倫理観と豊かな人間性（勇気・親和・愛・知性）を

身につけている 
2. 理学療法に必要な医学的基礎知識を修得し、専門的知識と技術を有している

3. 保健・医療・福祉の領域において、理学療法の科学性と専門的創造性を発揮

して人々の健康生活に貢献する力を身につけている 
4. 自らの専門領域における課題や問題解決のために、調査・研究を通して、理

学療法の発展に努める意欲を有している 
 

3）リハビリテーション学部作業療法学科 
 

1. 建学の精神に基づく高い倫理観と豊かな人間性（勇気・親和・愛・知性）を

身につけている 
2. 作業療法に必要な基礎医学、リハビリテーション医学および専門分野の基本

的知識（知性）を有している 
3. 対象者の生活を地域との関係と QOL（生活の質）の観点から科学的に考える

ことができる 
4. 他者と協働して作業療法を実践できる力（勇気・親和）を持っている 

 
②卒業の認定に関する適切な実施状況 

 
各学科のディプロマ・ポリシーを踏まえ、本様式第 2 号の 3「２．学修意欲の把

握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、学修成果を厳格かつ適正

に評価して単位を与え、又は、履修を認定していること」の「①学修成果の評価お

よび単位認定等について」で述べた通り、本学履修規定および成績考査規定、学位

規定等に則り卒業判定会議を実施。当該基準を満たさない学生は、基準を満たすま

で卒業・学位認定が延期される。 
 



  

卒業の認定に関する 
方針の公表方法 

① 本 学 ホ ー ム ペ ー ジ の 「 情 報 公 開 」

（https://www.knwu.ac.jp/about/disclosure.html）、「教育

情報の公表」、「1.教育研究上の基礎的な情報」、「(3) 教育目

標 と ３ つ の ポ リ シ ー 」

（https://www.knwu.ac.jp/about/pdf/1_3_2.pdf）にて公開。

②本学学校案内冊子。本年度は『2021 年度大学案内 九州

栄養福祉大学』。 
 
  



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 九州栄養福祉大学 
設置者名 学校法人東筑紫学園 

 
 
１．財務諸表等 

財務諸表等 公表方法

貸借対照表 本学ホームページ（情報公開）にて公表 

https://www.knwu.ac.jp/about/finance.html

収支計算書又は損益計算書 同上 
財産目録 同上 
事業報告書 同上 
監事による監査報告（書） 同上 

 
 
２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 
 
３．教育活動に係る情報 
（１）自己点検・評価の結果 

公 表 方 法 ： 本 学 ホ ー ム ペ ー ジ 「 大 学 紹 介 」 、 「 認 証 評 価 結 果 」

（https://www.knwu.ac.jp/about/result.html）にて以下を公表。 
 
・九州栄養福祉大学「平成 28 年度 大学機関別認証評価 自己点検評価書［日本高等教

育評価機構］」平成 28（2016 年）年 6 月。 

 
 
（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公 表 方 法 ： 本 学 ホ ー ム ペ ー ジ 「 大 学 紹 介 」 、 「 認 証 評 価 結 果 」

（https://www.knwu.ac.jp/about/result.html）にて以下を公表。 
 
・公益財団法人日本高等教育評価機構「九州栄養福祉大学 平成 28 年度大学機関別認証

評価 評価報告書」平成 29 年 3 月。 

 
  



  

（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1 項に掲げる情報の概要 
 
①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 九州栄養福祉大学 食物栄養学部 食物栄養学科 
教育研究上の目的 
（公表方法： 
①本学ホームページ「情報公開」（https://www.knwu.ac.jp/about/disclosure.html）、

「教育情報の公表」、「1.教育研究上の基礎的な情報」、「(3) 教育目標と３つのポリ

シー」（https://www.knwu.ac.jp/about/pdf/1_3_2.pdf）、 
②本学学校案内冊子。本年度は『2021 年度大学案内 九州栄養福祉大学』。） 
（概要） 
 

本学学生便覧において建学の精神に基づく以下の教育研究上の目的を策定し、

ホームページ等で公開している。 
 
①大学共通 

 
九州栄養福祉大学の教育目標九州栄養福祉大学は「筑紫の心」を基本にして食と

リハビリテーションを通して福祉を実現しようという実践理念をもった大学であ

る。本学は、高等学校教育の基礎の上に広く知識を授けると共に人格の完成をはか

り、特に食物栄養とリハビリテーションに関する専門知識技能を教授研究し、人類

社会の福祉に貢献する管理栄養士・理学療法士・作業療法士養成を目的とする。よ

って九州栄養福祉大学と称する。 
今日、直面している環境問題、食生活の多様化、増大する生活習慣病、従来の事

故や災害のみならず多様化するリハビリテーション需要、深刻化する高齢化社会

等々のなかで食とリハビリテーションを通しての福祉の実現という方法認識が重要

になり、豊かな教養と指導力のある管理栄養士・理学療法士・作業療法士への期待

が高まっている。こういう状況下で本学は、筑紫の心を基本として、食とリハビリ

テーションを通して福祉を実現するという方法意識・使命感のもとに学問的に裏付

けされた専門的方法を修得し「健康生活の番人」（食の番人、リハの番人）としての

役割を果たせる人材を養成するために設立された。 
上記のような建学の精神、教育理念、学部学科の目標を実現するために本学では

特に教科教育・生活指導教育と並んで行事教育を重要視している。一例を挙げれば、

各行事の式辞・講話などで学長が行事の意義、本学の建学の精神に基づく「お掃除

論」、四魂調和（勇気・親和・愛・知性の調和) による人格完成の大切さ、大学設置

理念・本学の目標とする人材養成、天職・務め論などを説明し、教授会・教授会の

委員会・各学科・担任・学生部はそれらの内容をとりいれながら学生指導や生活指

導そして教科指導に当たるよう努めている。一方学生のほうには各種行事への積極

的参加を指導し、更に学修日誌「筑紫の心」などを通して広く、学生生活全般の意

見を受け入れるようにし、建学の精神を中核とした同心円的教育チームワーク形成

を大切にしている。本大学の食物栄養学部、リハビリテーション学部の両学部は以

上のような基本的教育目標を共通認識・共有化して教育研究に取り組んでいかねば

ならない。 
 

②食物栄養学部の教育目標 
 

食物栄養学部は、二十一世紀の元年（平成 13 年 4 月）に筑紫の心を基本として、

食を通して福祉を実現するという方法意識・使命感のもとに食指導・食療法という



  

学問的に裏付けされた専門的方法を修得し食生活の番人としての役割を果たせる人

材を養成するために開学した。以来、環境汚染の進行、食生活の多様化、増大する

生活習慣病、益々深刻化する高齢化社会等の重要問題が山積する中、食と栄養の専

門知識・技術と「己をむなしくして社会に奉仕する」という使命感を強く持った食

生活の番人として貢献できる管理栄養士を、医療、介護、福祉、食品産業流通分野

に輩出してきた。平成 23 年度からはリハビリテーション学部が設置されたことに

伴い、新たに、食とリハビリテーションの視点も加わることとなった。今後、教育

内容をより深化させ、健康生活の番人（食の番人）として貢献できる人材育成を目

指したい。 
このような教育目標に基づき、少子高齢化社会・医療費高負担化という国家的キ

ーワードに具体的に応えることを目的に、その対象となる人々に応じた適正な食指

導・栄養指導を行い、増加する生活習慣病などの疾病の進行を防ぎ、積極的には多

くの人々に対して疾病の発症を未然に防止し、身体的にも精神的にも健全で質の高

い生活を支援できる実践力を持った管理栄養士を育成していきたい。 
この教育目標を達成し、実践力のある管理栄養士を育成するため、指定されたカ

リキュラムのなかで、実学がまさに実学化する為の工夫をしてきた。例えば、シラ

バスの整備と体系化、学生の卒業後の職場想定に基づくカリキュラム取得モデルコ

ースの提示などを試みている。また、忙しい学生生活ではあるが、学生の研究心・

創造力を育成するため、キャリア教育担当教員（クラス担任が兼ねている）を置き、

管理栄養士としてのキャリアが段階的に形成できるように、学生指導や生活指導そ

して教科指導に当たるよう努めている。また、4 学年においては約 10 人前後の専門

ゼミナールに分かれ、専門ゼミナール別の研究調査活動を行うとともに、選択では

あるが卒業論文を課し、その成果を卒業論文発表で発表するとともに卒業論文集を

発行している。さらに、本学部は厚生労働省から認可を受けた管理栄養士養成施設

であり、「健康生活の番人」として社会において実践的に貢献するためには、国家試

験に合格し管理栄養士免許という国家資格を取得することが不可欠であり、国家試

験受験指導には格別の注意を払っている。 
 
③食物栄養学科の教育目標 

 
 本学部は一学科であるため、学部の教育目的と重複する部分が多いので、具体的

に科目における教育目標を示す。 
基礎教養科目については、本学教育への理解（「食と福祉」、「食と哲学」、「倫

理学」、「キャリアガイダンス I・II」）を基礎に、幅広い教養を涵養し、専門科目

の履修に向けての基礎的知識・技術を修得させる。 
管理栄養士基本科目については、専門基礎分野及び専門分野の科目の履修により、

管理栄養士としての基本的知識・技能を修得させるとともに、医療、介護、福祉、

食品産業流通分野などにおいて実践的な役割を果たし得る管理栄養士としての専門

的知識・技術を修得させる。 
さらに、その他の専門科目については、個々の学生の目的とする進路に応じて選

択科目を修得することによって、幅広い専門的知識と視野を有する人材を育成する。
 

卒業の認定に関する方針 
（公表方法： 
①本学ホームページ「情報公開」（https://www.knwu.ac.jp/about/disclosure.html）、

「教育情報の公表」、「1.教育研究上の基礎的な情報」、「(3) 教育目標と３つのポリ

シー」（https://www.knwu.ac.jp/about/pdf/1_3_2.pdf）、 
②本学学校案内冊子。本年度は『2021 年度大学案内 九州栄養福祉大学』。） 



  

（概要） 
 

※様式第 2 号の 3「４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実

施していること。」再掲。 
 

・本学部 ディプロマ・ポリシー（再掲） 
 

1. 公衆衛生、公衆栄養の知識に基づき、食を通して地域住民の健康生活と福祉の

向上に貢献できる能力を有している 
2. 傷病者を対象とする栄養管理及び指導のための高度な専門知識を有している 
3. 豊かな食生活を実現するために必要な食文化、調理科学的知識、調理技能を有

している 
4. 社会からの信頼に応えるため、専門的知識、技能及び教養を継続的に修得する

向上心を有している 
 
教育課程の編成及び実施に関する方針 
（公表方法： 
①本学ホームページ「情報公開」（https://www.knwu.ac.jp/about/disclosure.html）、

「教育情報の公表」、「1.教育研究上の基礎的な情報」、「(3) 教育目標と３つのポリ

シー」（https://www.knwu.ac.jp/about/pdf/1_3_2.pdf）、 
②本学学校案内冊子。本年度は『2021 年度大学案内 九州栄養福祉大学』。） 
（概要） 
 

本学学生便覧に建学の精神に基づく以下の教育課程編成・実施方針を策定し、ホ

ームページ等で公開している。 
 

・本学部 カリキュラム・ポリシー 
 

1. 建学の精神である「勇気･親和･愛･知性」の調和のとれた人間性の実現を目指

して、教科教育のみならず、 様々な実習教育や多様な行事教育を取り入れる

2. 基礎教養科目では、「食の番人」的役割を果たす管理栄養士が備えるべき教養

と知性、専門教育科目の学習に必要な基礎知識の修得を図る 
3. 専門教育科目では、栄養士に必要な知識と技能の修得を主眼としている。専

門教育科目は管理栄養士 国家試験受験資格の取得に必要な「管理栄養士基本

科目」とその他の専門科目群から構成されている 
4. 管理栄養士基本科目では、食指導、食療法、食育などの専門知識と技能の体

系的な修得を図る 
5. その他の専門科目では、地域住民の健康生活と福祉の向上を目指し、 食とリ

ハビリテーション、食と運動、食と薬などの関連性について理解を深める 
6. 教職に関する専門教育科目では、栄養教諭一種免許状の取得を目指すととも

に、 次世代の担い手である子供たちの食生活と健康を守るために必要な知識

と技術を修得する 
 
入学者の受入れに関する方針 
（公表方法： 
①本学ホームページ「情報公開」（https://www.knwu.ac.jp/about/disclosure.html）、

「教育情報の公表」、「1.教育研究上の基礎的な情報」、「(3) 教育目標と３つのポリ

シー」（https://www.knwu.ac.jp/about/pdf/1_3_2.pdf）、 
②本学学校案内冊子。本年度は『2021 年度大学案内 九州栄養福祉大学』。） 



  

（概要） 
 

本学学生便覧に建学の精神に基づく以下の入学者受入れ方針を策定し、ホームペ

ージ等で公開している。 
 
・本学部 アドミッション・ポリシー 

 
本学科は、食を通して福祉を実現する使命感を持った管理栄養士の育成を目的と

しています。よって、以下のような学生を求めています。 
 

1. 本学の建学の精神・教育理念、本学の教育目標に賛同する人 
2. 相手の立場や気持ちを理解し、謙虚な姿勢で社会に貢献することを望む人 
3. 専門的知識、技能及び教養を培うために主体的、積極的、継続的な努力を惜

しまない人 
4. 食と健康のかかわりについて強い関心をもち、科学的な視点から学ぶ意欲の

ある人 
5. 新しいことに、チャレンジする勇気を持っている人 

 
 
 
②教育研究上の基本組織に関すること 

公 表 方 法 ： 本 学 ホ ー ム ペ ー ジ 、 「 情 報 公 開 」

（https://www.knwu.ac.jp/about/disclosure.html）、「教育情報の公表」、「2.教育研

究上の基本組織に関する情報」、「（1）組織図」にて公開。 
 
  



  

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関する方針、入

学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 九州栄養福祉大学 リハビリテーション学部 理学療法学科 
     九州栄養福祉大学 リハビリテーション学部 作業療法学科 
教育研究上の目的 
（公表方法： 
①本学ホームページ「情報公開」（https://www.knwu.ac.jp/about/disclosure.html）、「教

育情報の公表」、「1.教育研究上の基礎的な情報」、「(3) 教育目標と３つのポリシー」

（https://www.knwu.ac.jp/about/pdf/1_3_2.pdf）、 
②本学学校案内冊子。本年度は『2021 年度大学案内 九州栄養福祉大学』。） 
 

本学学生便覧に建学の精神に基づく以下の教育研究上の目的を策定し、ホームペ

ージ等で公開している。 
 
①大学共通（略：食物栄養学部を参照） 

 
②学部共通 

 
リハビリテーションの概念は大きく変化し、今や単に障害に対する治療・訓練とい

うものではなく、いかに高度に進歩した臓器別専門治療を提供し、年老いても障害を

もちながらも、住み慣れたところで安心して自分らしく暮らせるように具現化すると

ころにある。 
今日のリハビリテーションの最終目標は、安全で質の高い生活の保障であり、理学

療法士・作業療法士は健康づくりから疾病予防、そして救急治療から地域生活に至る

まで、多職種チームによる質の高い医療・介護サービスが提供されるようなシステム・

ネットワークを構築し、心豊かに安心して暮らしていける地域づくりに寄与するもの

でなければならない。 
こうした状況を踏まえて、安全で質の高いリハビリテーションサービスを提供でき

るよう学際領域の拡大等が実施されるべきである。地域の活性化を図り、地域に暮ら

す人々（乳幼児から高齢者まですべて）が健康で活き活きとした生活が営めるように、

大学が率先して多様化するニーズや医学の進歩に対応するとともに新たな知識や技術

の開発研究に貢献できる機能を持ち、地域社会の知識・技術提供の発信地の中核とし

ての役割を担わなければならない。 
リハビリテーション学部では、保健・医療・福祉に関して学び、リハビリテーショ

ン・理学療法・作業療法の高度な専門知識と技術を極め、指導的役割を担える人材の育

成を目指す。また、建学の精神並びに「食」と「リハビリテーション」教育を基盤に豊

かな情操をもち「健康生活の番人」として対象者に貢献できる専門家を育てる。さら

に、現在求められている質の高い“満足できる理学療法・作業療法サービス”を提供で

きる実践的でかつ幅広い教育に取り組んでいく。 
 
・理学療法学科 
 
 「幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い、豊かな人間性を涵養する」という教育

理念を基本として、本学の建学の精神に鑑み、専門職としての強い使命感と自覚を持

たせ「己をむなしくして社会に奉仕できる人間像」の形成を目指した実学的教育を行

う。さらに、対象者の人間としての尊厳を尊重することができる理学療法士、また何事

に対しても最後まであきらめない強い心を持ち、対象者やその家族から信頼されると

ともに、対象者個々に満足感を提供できる科学性に裏付けされた理学療法教育を行う。

加えて、対象者に対する医療事故予防や個人情報守秘といったリスク管理だけでなく



  

自らの心身の管理ができる能力を身につけ、関係他職種と協働して幅広く活躍できる

理学療法士の育成を目指す。 
 
・作業療法学科 

 
「建学の精神」をもとに、対象者の痛みや悲しみ、喜びを共感できる豊かな情操をも

ち、疾病や障害を把握し、生活背景を理解した上で対象者への働きかけや生活環境へ

の支援など、保健・医療・福祉に対する総合的な能力を身につけた作業療法士を育成す

る。「幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い、豊かな人間性を涵養する」という教

育理念を基本として、「己をむなしくして社会に奉仕できる人間像」を理想とする建学

の精神に則り、対象者や関係職種の方々との出会いを通して対象者の精神面に深く関

わる作業療法士としての人間性を重視した教育を行う。加えて、科学的に追求考究し、

創造して社会貢献のできる作業療法士の育成を目指す。 
 
卒業の認定に関する方針 
（公表方法： 
①本学ホームページ「情報公開」（https://www.knwu.ac.jp/about/disclosure.html）、「教

育情報の公表」、「1.教育研究上の基礎的な情報」、「(3) 教育目標と３つのポリシー」

（https://www.knwu.ac.jp/about/pdf/1_3_2.pdf）、 
②本学学校案内冊子。本年度は『2021 年度大学案内 九州栄養福祉大学』。） 
 
※様式第 2 号の 3「４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施

していること。」再掲。 
 
・リハビリテーション学部理学療法学科（再掲） 

 
1． 建学の精神に基づく高い倫理観と豊かな人間性（勇気・親和・愛・知性）を身に

つけている 
2． 理学療法に必要な医学的基礎知識を修得し、専門的知識と技術を有している 
3． 保健・医療・福祉の領域において、理学療法の科学性と専門的創造性を発揮して

人々の健康生活に貢献する力を身につけている 
4． 自らの専門領域における課題や問題解決のために、調査・研究を通して、理学療

法の発展に努める意欲を有している 
 
・リハビリテーション学部作業療法学科（再掲） 

 
1． 建学の精神に基づく高い倫理観と豊かな人間性（勇気・親和・愛・知性）を身に

つけている 
2． 作業療法に必要な基礎医学、リハビリテーション医学および専門分野の基本的知

識（知性）を有している 
3． 対象者の生活を地域との関係と QOL（生活の質）の観点から科学的に考えるこ

とができる 
4． 他者と協働して作業療法を実践できる力（勇気・親和）を持っている 

 
教育課程の編成及び実施に関する方針 
（公表方法： 
①本学ホームページ「情報公開」（https://www.knwu.ac.jp/about/disclosure.html）、「教

育情報の公表」、「1.教育研究上の基礎的な情報」、「(3) 教育目標と３つのポリシー」

（https://www.knwu.ac.jp/about/pdf/1_3_2.pdf）、 



  

②本学学校案内冊子。本年度は『2021 年度大学案内 九州栄養福祉大学』。） 
（概要） 
 

本学学生便覧に建学の精神に基づく以下の教育課程編成・実施方針を策定し、ホー

ムページ等で公開している。 
 
・理学療法学科カリキュラム・ポリシー 

 
1. 「勇気・親和・愛・知性」の調和のとれた人間性を養うために様々な基礎教養科

目ならびに行事教育を取り入れる 
2. 専門科目として疾病や障害に対する理学療法に加えて、「スポーツ系理学療法」

や「生活環境」などを設置し、健康増進、障害予防、福祉住環境整備や障害者ス

ポーツの幅広い分野の科目を配置する 
3. 「臨床実習Ⅰ～Ⅴ」では、学内での「理学療法評価学」や「理学療法治療学」「地

域理学療法学」などの理学療法専門科目群と臨床施設での臨床実習を有機的に

結び付ける 
4. 科学的・論理的思考能力を養うために、「情報処理演習Ⅰ・Ⅱ」や「臨床統計」

「理学療法研究法演習」において、臨床データの取り扱い方や統計学的分析方法

等の科目を設置する 
 
・作業療法学科カリキュラム・ポリシー 

 
1. 「勇気・親和・愛・知性」の調和のとれた人間性を養うために、基礎教養科目な

らびに多様な行事教育を取り入れる 
2. 専門科目の区分に「作業療法評価学」と「作業療法治療学」を設置し、作業療法

専門科目を作業療法の領域ごとに系統的に編成し、階層的に配置する 
3. 「臨床実習Ⅰ～Ⅴ」を各学年に配置し、作業療法専門科目群と臨床実習を有機的

に結びつける 
4. 科学的・論理的思考能力を養うために、「作業療法ゼミナールⅠ〜Ⅲ」、「作業

療法研究法」を通して、作業療法の介入によるデータを分析し統計的手法を学ぶ

 
入学者の受入れに関する方針 
（公表方法： 
①本学ホームページ「情報公開」（https://www.knwu.ac.jp/about/disclosure.html）、「教

育情報の公表」、「1.教育研究上の基礎的な情報」、「(3) 教育目標と３つのポリシー」

（https://www.knwu.ac.jp/about/pdf/1_3_2.pdf）、 
②本学学校案内冊子。本年度は『2021 年度大学案内 九州栄養福祉大学』。） 
（概要） 
 

本学学生便覧に建学の精神に基づく以下の入学者の受入れに関する方針を策定し、

ホームページ等で公開している。 
 
・理学療法学科アドミッション・ポリシー 

 
本学科は、リハビリテーションを通して福祉を実現し、健康生活の番人を目指す理

学療法士の育成を目的としています。よって、以下のような学生を求めています。 
 

1. 本学の建学の精神・教育理念、本学の教育目標に賛同する人 
2. リハビリテーションを通して「健康生活の番人」を目指す人 



  

3. 人と関わることが好きで、他者への思いやりと共感性、協調性を備えた人 
4. 明確な目的意識を持ち、それに向かって継続的に自己研鑽することができる人 

 
・作業療法学科アドミッション・ポリシー 

 
本学科は、リハビリテーションを通して福祉を実現し、健康生活の番人を目指す作

業療法士の育成を目的としています。よって、以下のような学生を求めています。 
 

1. 本学の建学の精神・教育理念、本学の教育目標に賛同する人 
2. 「リハビリテーションの番人・健康生活の番人」を目指す人 
3. 作業療法を積極的に学ぶ意欲と情熱を持ち、努力を継続できる人 
4. 自他ともに愛し、コミュニケーションがとれる人 

 
 
 
②教育研究上の基本組織に関すること 
公 表 方 法 ： 本 学 ホ ー ム ペ ー ジ 、 「 情 報 公 開 」

（https://www.knwu.ac.jp/about/disclosure.html）、「教育情報の公表」、「2.教育研究

上の基本組織に関する情報」、「（1）組織図」にて公開。 
 
 
 
 
 
③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称
学長・ 
副学長 

教授 准教授 講師 助教 
助手 
その他 

計 

－ 1 人 － 1 人

食物栄養学部 1 人 12 人 7 人 2 人 0 人 6 人 28 人

リハビリテーション学

部 
1 人

10 人 5 人 4 人 4 人 0 人 24 人

b.教員数（兼務者） 
学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

1 人 0 人 1 人

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公 表 方 法 ： 本 学 ホ ー ム ペ ー ジ 、「 情 報 公 開 」

（https://www.knwu.ac.jp/about/disclosure.html）、「教育

情報の公表」、「3.修学上の情報等」、「(1) 教員組織、各教員

が有する学位及び業績」、「各教員の学位・業績」において

学科ごとに公表（令和 2 年度は 7 月以降公表予定）。 
①食物栄養学部食物栄養学科 
②リハビリテーション学部理学療法学科 
③リハビリテーション学部作業療法学科 
 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 
 
学部では週 1 回から都度学科会議を開催。とくに学生の修学ないし生活姿勢等に問

題が生じた場合は、クラス担任、学年主任、学科、学生部が連携し、本人や保護者と面



  

談を行うなどして連携をとっている。この過程で学生部長や学部長、学年主任などベテ

ラン教員が新任者などを導き、教科や生活面における指導力の向上を図っている。 
 また、年 2 回程度、大学・短大の全教職員を対象に FD 研修会を開催。上記等の具体

的な事例を検討・共有することで、学校全体の指導力向上、認識共有を図っている。
 

 
 
④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 
（a） 

入学者数 
（b） 

b/a 収容定員

（c） 
在学生数

（d） 
d/c 編入学 

定員 
編入学 
者数 

食物栄養学部 100 人 110 人110.0％ 420 人 408 人 97.1％ 10 人 10 人

リハビリテー

ション学部 120 人 126 人105.0％ 480 人 507 人105.6％ 0 人 0 人

合計 220 人 236 人107.3％ 900 人 915 人101.7％ 10 人 10 人

（備考）編入学は前年度入試実績。小数点第二位四捨五入。 

 
 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 
 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。）
その他 

食物栄養学部 
114 人

（100％）

3 人

（  2.6％）

105 人

（  92.1％）

6 人

（  5.3％）

リハビリテー

ション学部 
110 人

（100％）

0 人

（  ％）

109 人

（99.1％）

1 人

（0.9％）

合計 
224 人

（100％）

3 人

（  1.3％）

214 人

（  95.6％）

7 人

（  3.1％）

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 
 
・食物栄養学部 
①福岡県職員（栄養教諭） 
②防衛省陸上自衛隊（幹部候補生） 
③公益財団法人健和会 
④（学）久留米大学 
⑤イオンベーカリー（株） 等 

 
・リハビリテーション学部 
①地方独立行政法人北九州市立病院機構 
②医療法人共和会小倉リハビリテーション

病院 
③株式会社麻生飯塚病院 等 

（備考）小数点第二位を四捨五入。 

 
  



  

 
c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 
入学者数 

修業年限期間内

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

食物栄養学部 
110 人

（100％）

103 人

（  93.6％）

2 人

（  1.8％）

5 人

（  4.6％）

0 人

（  0％）

リハビリテー

ション学部 
135 人

（100％）

103 人

（  76.3％）

15 人

（  11.1％）

17 人

（  12.6％）

0 人

（  0％）

合計 
245 人

（100％）

206 人

（  84.1％）

17 人

（  6.9％）

22 人

（  9.0％）

0 人

（  0％）

（備考）2019 年度に卒業年度を迎えた者の数（2016 年度入学者）。 
小数点第二位を四捨五入。食物栄養学部は編入学 11 名を除く。 

 
 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
 
※様式第 2 号の 3「１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価

の方法や基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表しているこ

と。」の再掲。 
 
・授業計画書（シラバス）の作成過程 
 
 担当部署：教務部教務課 
 
 ①当該年度の前年度 1 月 
  専任および兼任教員にシラバス作成の告知 
 ②同～2 月 
  新シラバスの原稿回収および編集 
 ③同～3 月 
  各学部学科長および教務部教務課担当者による確認・校正 
  →授業内容や回数、担当者が省令ならびに本学カリキュラムポリシー（※）を 

満たすか確認。 
 ④新年度 4 月 

入学式後のオリエンテーションにて公開。 
→本年度より学生専用ポータルサイト UNIPA にて電子公開。 
冊子媒体としては配布せず。 

  →本年度は休業要請に伴い、全体の公開は 4 月末および 5 月初日に行った。 
 

※カリキュラム・ポリシーについては様式第 2 号の 4 における「教育課程の編成及び

実施に関する方針」にて後述。 
 

・授業計画書（シラバス）の主な内容 
 
 ①科目・担当者名、実務家教員の別 

 ②授業形態（必修／選択の別等）、開講学年・学期、単位数、 

ナンバリング（カリキュラムマップに沿った当該科目の位置づけ） 

 ③授業概要、到達目標 

 ④授業計画とその事前事後学習に関する指示 
（当該回の概要や事前事後で行うべき学習内容・時間等） 



  

 ⑤評価方法（試験／レポート／実技等の別、総合評価の場合は評価方法の内訳） 
 ⑥テキスト、参考図書 
 ⑦担当教員から受講者への履修に関するアドバイス 
 ⑧オフィスアワー等 

 
 
 
⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 
 

※様式第 2 号の 3「２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法

により、学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定している

こと。」の再掲。および「３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、

公表するとともに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。」の

再掲。 
 
①学修成果の評価および単位認定等について 

  
試験等により科目担当教員が成績を判定したのち、学部学科ごとに集約。学期末およ

び追再試等の後、学科会議にて最終的な単位認定を行う。 
各年度末には成績判定会議（卒業年次は卒業判定会議）を行い、進級や卒業要件につ

いて判定。判定には九州栄養福祉大学『学生便覧』に記載する本学履修規定および成績

考査規定、学位規定等が用いられる。 
 
②学習意欲の把握について 

 
1）学部レベル 
 

クラス担任制を採用しており、学生の出欠については科目担当教員、担任、教務課員

と常時連携、欠席や遅刻が複数回にわたる場合は警告等を行う。 
学科独自の施策としては、学期の中途に都度当該年度の修得単位状況や GPAを集計。

各学生の履修・成績状況を把握し、本人および保護者へ通知する。履修状況や学習意欲

の低下が見られる場合は、個別に指導を行う（保護者参加もあり）。 
 
2）大学レベル 

年度末、教務課から本学所定「成績通知書」を保護者に発送。当該年度までの成績状

況を通知し、各家庭との連携に努めている。 
また、各学期末にはすべての開講科目で授業評価アンケートを行う。学生による教員

評価だけでなく、授業理解度などの評価項目を設定し、自己の学修状況に関する振り返

りにも活用している。同アンケートは、集計の後、本学図書館に一般開架しており、自

由に閲覧できる。 
 
 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 
 
①概要 

 
本学学生便覧における「履修規定」の一部として「GPA 制度について」の項目を設

定。GP（グレード・ポイント）、GPA（グレード・ポイント・アベレージ）値の算出



  

方法や活用方法を明記している。 
 
②算出方法 

 
  GP＝ 
 
 

学期 GPA＝ 
 
 
 

通算 GPA＝ 
 
 
③指標の実施・活用方法 

 
  各種表彰や CAP の規定緩和、本学独自の特待制度における条件継続の判定資料とし

て、また既述の「成績通知書」における通知資料として活用。 
学修面では、各学期 GPA の継続不良者に対し学長ほか教員による指導理由となるほ

か、本年度以降、修学支援に関する根拠資料としても活用される。 
 

学部名 学科名 
卒業に必要となる

単位数 
ＧＰＡ制度の採用

（任意記載事項）

履修単位の登録上限

（任意記載事項）

食物栄養学部 食物栄養学科 124 単位 ○有・無 年間 48 単位

リハビリテーショ

ン学部 

理学療法学科 124 単位 ○有・無 年間 48 単位

作業療法学科 124 単位 ○有・無 年間 48 単位

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 

公表方法： 
個人情報にあたるため個別の具体的数値は公開して

いないが、本学学生および保護者に対しては特待などの

学費優遇制度、学長や学会等の表彰・指導対象に活用さ

れる旨、学生便覧や日常の指導で公開・伝達している。

学生の学修状況に係る参考情報 
（任意記載事項）

公表方法： 
個人情報にあたるため個別の具体的数値は公開して

いない。ただ、GPA 分布等は指導や表彰など必要が生じ

た際、都度、最新のデータを出力し、活用している。

 
 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公 表 方 法 ： 本 学 ホ ー ム ペ ー ジ 、 「 情 報 公 開 」

（https://www.knwu.ac.jp/about/disclosure.html）、「教育情報の公表」、「1.教育研究上

の基礎的な情報」、「(5)校地・校舎等の施設その他の学生の教育研究環境」、「キャンパ

スマップ」及び「学習環境、運動施設等の概要 学内施設・設備」にて公表。 
 

①小倉北区キャンパス：食物栄養学部食物栄養学科 
②リハビリテーション学部共通 
 
 

  

100 点法による評点－55 
10 

入学時から今学期までの【履修登録した科目の GP×単位数】の総和 
入学時から今学期までの【履修登録した科目の単位数】の総和 

当該学期の【履修登録した科目の GP×単位数】の総和 
当該学期の【履修登録した科目の単位数】の総和



  

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 
（年間） 

入学金 その他 備考（任意記載事項） 

食物栄養

学部 

食物栄養

学科 
680,000 円 230,000 円 360,000 円

施設設備資金、教育充実費、実

験実習料 

 円 円 円 

リハビリ

テーショ

ン学部 

理学療法

学科 960,000 円 230,000 円 260,000 円施設設備資金、教育充実費 
作業療法

学科 960,000 円 230,000 円 260,000 円施設設備資金、教育充実費 

 
 
⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 

a.学生の修学に係る支援に関する取組 
（概要） 

 

本学では開学時よりクラス担任制度を実施している。各学科の教員がクラス担任とな

り、学生との面談や、クラスごとに配布される「学修日誌」を通じて学生の学修状況、

学修姿勢等の把握に努めている。 
各科目担当教員は、授業時間以外は原則として研究室に待機して学生からの質問及び

相談を受付けているが、別途オフィスアワーを設定し、確実に在室することを広くアナ

ウンスしている。また、各学科において「推薦入学」試験合格者を対象とした「入学前

教育」、希望者を対象とした「リメディアル教育」による初年次教育を実施し、専門知

識の修得に必要となる基礎知識全般の補習教育を行っている。 
学修支援及び授業支援に対する学生からの意見を汲上げる仕組みとしては、前述の

「学修日誌」に加え、「学生による授業評価アンケート」及び「学科における学生支援

満足度・評価アンケート」を実施している。アンケートの集計結果は科目担当教員及び

クラス担任をはじめとする学科教員にフィードバックされ、学修支援及び授業支援の体

制改善に役立てられている。 
経済的な支援については、「学生指導課」において奨学金希望学生が漏れなく受給で

きるよう、説明会を定期的に開催している。また、経済的理由により所定の期限までに

学費の納入が困難な場合に、納入期限の延長や分割納入を認めるなど、修学継続に向け

た支援を行っている。 
 
b.進路選択に係る支援に関する取組 
（概要） 

 
進路支援については、教員組織として教授会に「厚生委員会」を設置し、就職・進路

支援等に関する協議、意見交換を行っている。また、各学科での「学科会議」において

も必要に応じて意見交換を行っている。 
事務組織としては、「就職指導課」が「就職対策特別講座」「公務員講座」を企画・運

営しているほか、様々な学生の進路・就職に関する個別相談も受け付けている。求人情

報をはじめとする就職関連情報は「就職支援システム」に集約され、学生が学内外から

自由にアクセス可能となっている。 
 
c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 
（概要） 
 

学生の健康管理については、保健室看護師が学生の健康維持に努めている。怪我や

体調不良等への応急処置、近隣の医療機関との連携、学生からの健康相談に対応する



  

と共に、クラス担任及び「厚生委員会」「学生指導課」と連携し、インフルエンザを

はじめとする感染症の予防、早期発見に努めている。年度初めのオリエンテーション

時に全学生を対象とした健康診断を実施し、学生の健康状態の把握に努めると共に、

診断結果を通知し各自の健康管理意識を喚起している。 
精神的問題を抱える学生を支援するため、「カウンセリングルーム」を開設し、臨

床心理士が相談者の意志、プライバシー保護を第一に、自ら解決を図ることができる

よう支援を行っている。 
ハラスメント防止に向けては、ハラスメント防止に関する規程を制定すると共に

「ハラスメント防止委員会」を設置し、啓発を行っている。 
 

 
 
⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公 表 方 法 ： 本 学 ホ ー ム ペ ー ジ 、 「 情 報 公 開 」

（https://www.knwu.ac.jp/about/disclosure.html）、「教育情報の公表」、「3.修学上の情報

等」、「(1) 教員組織、各教員が有する学位及び業績」、「各教員の学位・業績」において学

科ごとに公表（令和 2 年度は 7 月以降公表予定）。 
①食物栄養学部食物栄養学科 
②リハビリテーション学部理学療法学科 
③リハビリテーション学部作業療法学科 
 

 
 


